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全国労働衛生週間に愛知労働局労働基準部長がパトロールを実施 

 

 

愛知労働局（局長 小林
こばやし

 洋子
よ う こ

）は、全国労働衛生週間（10 月１日～７日）の

機運醸成を図るため、10 月１日（水）に、愛知労働局労働基準部長（髙橋嘉寿満）

がパトロールを実施し、その現場を公開します。 

 

 

１ 日  時 

令和７年 10 月１日（水）午前 10 時 00 分から午前 11 時 00 分まで 

（午前９時 30 分までにご参集をお願いします。） 

 

２ パトロール対象事業場 

ビューテック（株）知多事業所（ＡＧＣ（株）愛知工場内） 

（愛知県知多郡武豊町旭１番地） 

 

３ 主な実施内容 

① あらゆる作業姿勢を把握するため、三次元測定ＡＩカメラを使用し、作業者 

の姿勢から、腰痛災害へ繋がる高リスク作業を洗い出し、作業姿勢を４段階 

に評価している状況などを確認。 

② 三次元測定ＡＩカメラを活用して、腰痛リスク作業について「腰負担ゼロ」

を目指して腰痛リスク低減の取組を行い、あわせて、省力化や効率化を図っ

ている。 

特に、女性の腰負担を軽減させるため、女性の視点に立った改善対策事例を 

「見える化」し、安全性に加え、生産性も同時に向上させる取組みを確認。 

  ③ 熱中症による重篤化防止のため、暑熱作業者にスマートウォッチを装着させ、 

作業時の体調をＧＰＳなどにより計測するシステムの効果を確認。 

令和７年８月 28 日（木） 

【照会先】 

労働基準部 健康課 

健 康 課 長  藻谷 岳志 

主任衛生専門官  村田 昌彦 

電 話   052(972)0256 



愛知労働局 労働基準部長 全国労働衛生週間パトロール 取材要領 

1 日時と集合場所等 

(1)  日    時 令和７年 10 月１日（水） 

午前９時 30 分から 11時 30 分（パトロール取材は 11時 00 分で終了） 

※ 自然現象などの影響による緊急的に中止する場合には､当日の８時 30 分以降に、

愛知労働局からご連絡いたします。 

(2)  集合時間・集合場所 

午前９時 40 分 

ビューテック（株）知多事業所 事務所前 

【 別紙２をご参照ください。】 

(3)  駐車場を希望する場合は、「取材連絡票」に駐車場希望台数を記載してください。 

   なお、公共交通機関をご利用される場合には、名鉄河和線 富貴駅を下車し、別紙２ 

の徒歩経路にて、現地までお越しください。） 

 

２ パトロール取材の具体的な行程 

(1)  ９時 35 分～ 

取材受付及び取材留意点（撮影可能箇所など）の説明    

(2)  10 時 00 分 

事業場内のパトロールを開始。公開開始 

事業場担当者より、人力による荷の取扱い作業の省力化や効率化を図るため、三次元 

測定ＡＩカメラによる、腰痛リスクの高い作業の洗い出しと、対策事例などについて 

説明をいただきます。 

※パトロール終了後、愛知労働局、ビューテック（株）知多事業所が質問に対応させ 

ていただきます。 

(3)  11 時 00 分 

取材対応終了。 

 

３ 取材に当たっての注意事項 

(1) パトロール中においても通常の製造業務は行われておりますので、業務に支障が生じ

ないよう、ご配慮をお願いします。 

(2) 企業秘密情報の観点から、取材・撮影箇所については、事業所担当者の指示に従ってい

ただき、取材留意点でお知らせする撮影可能箇所以外での撮影はご遠慮ください。 

 

４ 取材希望連絡について 

現場の受入体制調整のため、９月 12 日（金）12時までに、別紙１「取材連絡票」の項 

目について、メール等によりご連絡をお願いします。 

なお、ご不明な点がございましたら担当までお問い合わせ下さい。 

 （ 担当：愛知労働局労働基準部健康課 主任労働衛生専門官 村田 電話 052-972-0256 ） 



（別紙１） 
愛知労働局 健康課 あて 
 

取 材 連 絡 票 

（10月1日の愛知労働局労働基準部長パトロール） 

 連絡・報告先 

〒460-8507 

名古屋市中区三の丸 2-5-1 

愛知労働局 労働基準部 健康課 

メール  kenkouka-aichikyoku@mhlw.go.jp 

ＦＡＸ  052-972-8574 

担 当  主任労働衛生専門官 村田 

 

① 報道機関名                      

 

② 取材にこられる人数           人 

 

③ 駐車場利用希望の有無 

有（台数）      台、    無 

 

④ そのほか、連絡事項、要望事項 

 

 

 

⑤ ご担当者ご芳名及び連絡先 

ご  芳  名 

連絡先電話番号 

  

mailto:kenkouka-aichikyoku@mhlw.go.jp


（別紙２） 

事 業 場  ビューテック（株）知多事業所 

所 在 地  愛知県知多郡武豊町旭１番地 

労働者数  857 名（企業規模 4,000 名） 

沿 革 等  昭和 45 年 7月 AGC（株）愛知工場の構内下請事業場として事業所を開設

主要業務  自動車用・産業用強化ガラス、自動車用硝子の組付加工など 

◆ビューテック（株）知多事業所の周辺地図 

ビューテック（株）知多事業所事務所前に駐車スペースがご用意できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆名古屋方面からビューテック（株）知多事業場への経路 

【乗用車の場合】 

所要時間 約 65 分（高速渋滞の場合は約 70 分） 

出発地点が名古屋城駅の場合 

 ↓ 

名古屋高速 

↓（高速 ETC 料金約 1200 円） 

知多半島道路_半田 IC  

  ↓ 

一般道路 

↓ 

ＡＧＣ着   

【公共交通機関の場合】 

所要時間 約 90 分（徒歩含む） 

   金山駅（名鉄本線 河和行） 

↓（名鉄片道運賃 830 円） 

富貴駅 

    ↓（徒歩約 20 分） 

ビューテック着  

富貴駅からの徒歩ルート 

ビューテック（株）知多事業所 事務所全景 



全国労働衛生週間（10.1～10.7）中に、腰痛予防対策を
中心に（※1）、髙橋労働基準部長が自動車用ガラス製造工
場内（※２）をパトロールします。
パトロールの様子を取材いただけますので

 令和7年10月1日（水）９時40分（予定）
 詳細は後日ご案内いたします。
※1 製造業における革新的な最新腰痛リスク可視化ツールの有効性などを確認
※2 「ビューテック（株）知多事業所（AGC（株）愛知工場内）」

全国労働衛生週間 パトロール
三次元AIカメラを活用した腰痛予防対策

「作業負荷自動システム」を確認︕
腰への高負荷作業を可視化 し 生産性と安全性を向上‼

ぜひご参加ください‼

3Dカメラでモニタリングし、腰痛発生リスクを特定‼
最新AIと立体技術による可視化システムを活用し、
作業姿勢を計測する状況などをご覧いただけます‼
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令和６年 業務上疾病発生状況 
 
 

愛 知 労 働 局 
 

１ 全体傾向 

令和６年の愛知局管内における業務上疾病件数（新型コロナを除いた休業４日以上の疾病

（死亡を含む））は532人となり、対前年比で85人増加（+19.0％）となり、増減を繰り返し

つつではあるが、平成29年以降は増加基調となっている。 

なお、全国の傾向も、従前は7,000～8,000人台で推移していたが、平成29年以降は、おお

むね愛知局と同様に増加傾向が認められており、令和５年以降は10,000人を超える状況とな

っている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 傷病別傾向 

 

  令和６年に発生した業務上疾病のうち、最も割合が高いのは災害性腰痛の313人で、死傷災 

害全体の8,126人のうち3.9％を占めており、災害性腰痛は、前年の323人と比べ10人減（3.1% 

減）となっている。 

  また、対前年比で増加率の高い傷病をみると、熱中症が88人（死亡0人）と、28人増(46.7% 

増)、負傷に起因する疾病（腰痛以外）が59人と26人増（78.8%増）となっている。 
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３ 災害性腰痛の発生状況詳細 

 令和６年の災害性腰痛313件を業種別に区分すると下記グラフのとおりとなる。 

ほぼ全業種において発生しているが、保健衛生業、製造業、商業・金融・広告業、運輸交通

業の上位４業種で８割以上を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健衛生業, 87, 

28%

製造業, 75, 24%
商業・金融・広告

業, 68, 22%

運輸交通業, 

32, 10%

接客・娯楽業, 

14, 4%

貨物取扱業, 12, 4%

清掃・と畜業, 7, 2%
建設業, 5, 2% その他の業種, 13, 4%


